






　皆さんは，3合分のお米のとぎ汁
（2r）を魚が住めるようにするまで
薄めるとき，どのくらいの水が必要
になるかご存知ですか。 
　答えは，1,200r（浴槽4杯分）です。 
　このようなクイズ形式で，身近な
生活と環境問題の関係を知ることが
できる展示が，第5展示室の「身近
な生活の見なおし」コーナーです。
さきほどのクイズでも，日常の小さ
なことが環境に大きく影響を与えて
いるとの印象を持たれたのではない

でしょうか。 
　そのほかにも，中さじ1杯のマヨ
ネーズでは2,400r，コップ１杯の
牛乳では3,000rもの量の水が必要
になります。こうしてみると台所の
洗いものはずいぶんと水を汚すこと
がわかります。 
　さまざまな環境問題が取り上げら
れていますが，まずは私たちにでき
ることから，身近な生活を見直して
みるきっかけとして，このコーナー
にぜひ挑戦してみてください。 

（ミュージアムコンパニオン　秋田由香里） 

常陸大宮市野上で発見されたステゴロフォドンの頭蓋化石 ～研究ノート～ 

第5展示室の「身近な生活の見なおし」コーナー 

　ステゴロフォドンは，南アジアから日本にかけての
地域に，新生代中新世～鮮新世（約2300万～180万
年前）に生息していたゾウです。日本では山形県，宮
城県，福島県，茨城県，富山県，石川県，兵庫県，長
崎県の約1700万～1600万年前の地層から発見され
ています。茨城県では，1956年に常陸大宮市北塩子か
ら2個の臼歯が，1978年には北塩子付近から切歯片が，
そして，1988年には常陸大宮市に近い城里町から左下
顎骨の一部が発見されていました。 
　このゾウは，今まで不完全な頭蓋化石しか発見され
ていなかったため，おもに臼歯の形態に基づいて研究

が進められていました。そのため，歯種（歯の位置）
の決定では研究者によって認識が異なり，統一的な見
解が得られていませんでした。当館では，2008年から
2010年にかけて，山形県鶴岡市でステゴロフォドン
の発掘調査を実施しましたが，そのとき，密集したス
テゴロフォドン化石床が発見され，下顎骨などが産出
しました。その結果，臼歯の萌出・交換過程が明らか
になってきました。 
　そして，2011年12月の常陸大宮市野上での頭蓋化
石の発見で，頭骨の特徴や体の大きさなど，おおよそ
の姿が明らかになってきました。 
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産出部位のスケッチ ステゴロフォドンの分布 

常陸大宮市から発見されたステゴロフォドン頭蓋化石 
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～研究ノート～ 

モツゴ 

～研究ノート～ 

　「雑魚（ざこ）」とは商品価値の低
い魚の総称であり，当館の湖沼水槽
にいる魚の多くは雑魚に含まれます。
しかし，1種類ずつ区別すると，種
ごとの特性がみえてきます。そこで
そのなかから今回は春に旬を迎える
“モツゴ”について紹介します。 
　モツゴは体長約8cmの淡水魚で，
関東ではクチボソともよばれ，名前
のとおり細くて小さい口が特徴です。
その特徴ある口で，他のモツゴや別
の魚の傷をつつくという，少し困っ

た習性もあります。水槽内でも傷つ
いた魚の後を追い，ずっとつついて
いる姿をみかけます。もちろん傷の
ある個体はようすをみて治療します
が，すぐに治りそうな少しの傷でも，
つつかれて翌日には重症になること
もしばしばです。 
　一方，モツゴ自体は丈夫で飼育し
やすい魚です。展示中の個体は採集
によるものですが，一般に採集され
た野生個体では水槽の環境や水質に
慣れず体調を崩す種類もいます。そ

んななか，順応の早いモツゴは展示
業務では貴重な存在です。影の功労
者“モツゴ”を，雑魚ではなく1種
類の魚として観察してみてください。 

（水系担当　廣瀬南帆） 
 

　今回の頭蓋化石は，右側面が現地の崖地に露出した
状態で発見されました。その後の現地調査で左右の臼
歯5個と切歯2本がつく頭蓋とわかり，臼歯の配置か
ら成獣であることもわかりました。また，右臼歯は，
ほとんど使い切った臼歯と生きているときに使ってい
た臼歯，これから出てくる臼歯の計3個があわせて確
認され，これによって，切歯と3個の臼歯の咬合面の
角度が初めてわかりました。さらに切歯外側には，最
大幅約6cm，厚さ約2mmのエナメルバンドが頭蓋付
根付近から先端まで発達していることがわかりました。
今後，このエナメルバンドについては，詳しく研究を

進めていきます。そして，切歯の減り方も外側のみで
あることもわかってきました。まだ露出していない左
側にも部位が残っていると予想され，これからクリー
ニングを進めることにより，現在確認されている後頭
顆（頸椎がつく部分）と右頬骨弓（ほほ骨）などとと
もに頭蓋の構造の研究が進展しそうです。 
　今後は頭蓋部分のCT像撮影や電子顕微鏡を使った
切歯の解剖学的な検討などが行われる予定です。これ
らにより，ステゴロフォドンの頭蓋の形態や体のサイ
ズなどの研究に貢献するものと考えられます。 

（資料課　国府田良樹） 
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2本の切歯（左切歯（上）は断面のみみえている） 

3個の右臼歯（上g）と2個の左臼歯（下c） ステゴロフォドンの生態図 イラスト：太田有香（ミュージアムコンパニオン） 
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ステゴロフォドン骨格図 （参考：osborn，1942，アフリカゾウを基に作成） 
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～収蔵品紹介～ 和田尚幸植物コレクション ～収蔵品紹介～ 

ヒナワチガイソウ 

　早春の筑波山の自然研究路を歩くと，春を待ちわび
ていたたくさんの草花に出会うことができます。カタ
クリやニリンソウ，キクザキイチゲなどの春植物が群
生しているのも見事ですが，探さないとみつからない
ほどひっそりと咲いている花と出会うのも楽しいもの
です。そのような花にヒナワチガイソウがあります。 
　ヒナワチガイソウは高さ10～15cmほどのナデシコ
科の植物で，葉も細く，真っ白な5弁の花は直径1cm
しかありません。しかし，近づいてみると赤いおしべ
が白い花びらの模様のようにみえて，とてもきれいで
す。ヒナワチガイソウは筑波山のほかに，水戸市や東
京都，千葉県，愛媛県でしか記録のない植物です。生
育地点が極めて少なく，森林の伐採や開発などにより
生育適地が減少し，国や生育する各都県で絶滅危惧植
物に指定されています。 
　筑波山ではヒナワチガイソウと近縁のワチガイソウ
も生育しています。ワチガイソウの名前の由来は，昔
この草の名が不明であった時に，その盆栽に無名の印
として「輪違い」の符号の「○○」をつけておいたか

らとか，「○○草」と書いたところ○が重なって「輪
違い」にみえたことからだそうです。ヒナワチガイソ
ウはワチガイソウより葉も細くやさしくみえるのでヒ
ナワチガイソウと名づけられたようです。 
　3月10日から開催されている第54回企画展「植物
たちのSOS－レッドデータブックからの警告－」では，
ヒナワチガイソウも写真と標本で紹介しています。ぜ
ひ，ご覧になってください。　　(資料課　小松　茂)

　2011年6月，和田尚幸氏が収集した1,833点の植物
の押し葉標本がご遺族から寄贈されました。これは，
茨城県を中心に和田氏によって採集された26科203
種のシダ植物のコレクションです。 
　和田氏は，1994年から1996年に実施した当館の第
１次総合調査において筑波山の植物研究の調査員とし
て参加されました。また，「日立の植物」（1988年）
や「里美の自然」（1993年）など県内各地の植物誌の
作成に携わるなど，茨城県の植物相の解明に大きく貢
献されました。 
　和田氏は，大学時代に植物学を専攻され，卒業後も
県立の高等学校の教員として教鞭をとるかたわら，茨
城県の植物研究に尽力されました。 
　和田氏の残された押し葉標本は数万点に及びます。

その業績を無駄にしないために，それらの標本は和田
氏が所属していた茨城植物研究会の方々により整理作
業が進められており，植物の種名や採集地，採集日な
どの記されたラベルの確認やデータ入力などが行われ
ています。そして，今回整理が完了したシダ植物の標
本が寄贈されました。 
　標本にはオニイノデ（環境省指定：絶滅危惧IA類，
茨城県指定：絶滅種）のように，現在県内では採集で
きないものから，スギナやゼンマイのように私たちの
身近に生育しているものまで多くの種類が含まれてお
り，茨城県におけるシダ植物の分布状況を調べるため
の貴重な資料となります。 
　和田氏のコレクションは，今後も整理が進められ，
順次当館へ寄贈される予定です。（資料課　野堀秀明） 

ヒナワチガイソウ （撮影：国府田誠一） 

寄贈された標本の一部（左から　シシラン，ヒトツバ，オニイノデ，トネハナヤスリ，ミズニラ） 
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～収蔵品紹介～ 

○当館ボランティアの今村代表が社会教育功労者表彰

受賞 

　ボランティア代表の今村敬さんが，2011年11月18
日に社会教育功労者表彰（文部科学大臣表彰）を受賞さ
れました。今村さんは博物館開館と同時にボランティ
アに登録し，「館とボランティアはパートナー」とい
うスローガンのもと，案内業務や観察指導の補助など
多様な面で職員と一緒に当館を支えるとともに，ボラ
ンティアの組織づくりに関わり，その活動の基礎を築
きました。現在，ボランティアの代表として活躍して
10年目になります。約100名のボランティアが13チー
ムで活動する体制の確立，「ふれあい野外ガイド」の月
一回の定期開催，ボランティアが主になって運営する
イベント「とびだせ！子ども自然教室」の発足など，
当館の教育普及事業の充実に大きく尽力されました。 
　博物館職員の補助としての活動が主であったボラン
ティア活動から，ボランティア自らが考え実行する活
動へと転換し，当館のボランティアの充実ぶりを内外
に示したことは，たいへん大きな功績といえるでしょ
う。　　　　　　　　　　　　　（教育課　小泉直孝） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○記念講座「鉱物にかける想い」を開催しました！

第7回市民コレクション展「鉱物、大好物！」の開
催を記念して，1月28日（土）に鉱物学の第一線の研
究者である豊遙秋氏（元産業技術総合研究所地質標本
館館長）をお迎えして，鉱物との出会いや鉱物コレク
ションにかける想いを熱く語っていただきました。 
　来館者が少ない時期でもあり，数十人程度の参加者
を想定していましたが，予想を大きく超える102名に
参加いただきました。今では世界的にその名が知られ
ている研究者である豊氏も，1954年にはじめて自分で
採集した鉱物標本（沸石）は，今でも大切に手元に保
管しているそうです。このころの友人との出会いや，
自身の鉱物コレクションを中国地質博物館に寄贈した
こと，世界の博物館の鉱物展示の現状などについて，
ユーモアを交えながら話していただきました。 
　今回の市民コレクション展では，皆さんが採集した

鉱物だけでなく，採集したときのエピソードなどにも
焦点を当てて展示しました。参加者のなかには今回の
展示に出品した方も多く，ときに自分の体験を重ねな
がら熱心に聞き入っていました。（資料課　小池　渉） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○新しい樹名板を設置しました 

　皆さんは，野外の樹木につけられた白地に青の文字
で見やすく表示された樹名板をみたことがあるでしょ
うか。これは当館ボランティア植物チームの皆さんが
心を込めて制作し取りつけたものです。 
　博物館の野外には，約230種4,000本以上の樹木が
生育しています。これらの樹木のルーツは2つあります。
1つは博物館建設の前からこの地の山林にもともと生
育していたもの，もう1つは景観や教育普及のための
見本樹木として植栽されたものです。 
　開館当初は既製の樹名板を取りつけていましたが，
開館以来17年が過ぎ，樹名板が壊れたり取れたりして
いました。これを危惧した植物チームの皆さんが「み
やすい樹名板をつけたいね。」と話し合い，昨年度手作
りの樹名板を約80枚設置してくれました。お陰様でお
客様には「以前からわからない樹木があったが，よく
わかるようになった。」と喜ばれるようになりました。 
　今年度はさらに約120枚の樹名板を増設しました。
植物チームの皆さんは，「来館者の皆様に野外のいろ
いろな樹木の名前をお知らせしたい。」と張り切って
設置してくれました。　　　　　（教育課　中山静郎） 
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鉱物について熱く語る豊遙秋先生 

樹名板を設置する当館ボランティア植物チームの皆さん 

当館の野外で来館者に説明する今村代表 




